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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の通信システムを捕捉可能であって、第１の通信プロトコルによる通信と第２の通
信プロトコルによる通信とのいずれも実行可能な通信部と、操作部と、前記操作部により
通信開始が指示されたときに、前記複数の通信システムのいずれかで前記第１の通信プロ
トコルまたは第２の通信プロトコルを用いて前記通信部による通信を制御する制御部と、
を備える無線通信端末であり、
　前記制御部は、
　前記通信部に、捕捉させる通信システムを指示する通信システム選択部と、
　前記通信部に前記第１の通信プロトコルによる捕捉を指示する第１プロトコル実行部と
、
　前記通信部に前記第２の通信プロトコルによる捕捉を指示する第２プロトコル実行部と
、
　通信を行うことの出来ない圏外状態にあると判定された状態において、前記操作部によ
る発信操作を検出したとき、前記通信システム選択部に対し、前記第１の通信プロトコル
による前記複数の通信システムのいずれかの捕捉を指示する第１の捕捉指示を行い、前記
第１の捕捉指示に対して捕捉失敗が報知された場合に、前記通信システム選択部に対して
前記第２の通信プロトコルによる前記複数の通信システムのいずれかの捕捉を指示する第
２の捕捉指示を行い、前記第１の捕捉指示、あるいは前記第２の捕捉指示に対して捕捉成
功が報知された場合に、捕捉が成功したプロトコルおよび通信システムによる通信開始の
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処理を行う捕捉指示機能実行部と、を有し、
　前記通信システム選択部は、
　　前記第１の捕捉指示にしたがう捕捉処理を前記複数の通信システム毎、捕捉が成功す
るまで前記第１プロトコル実行部に行わせ、いずれの通信システムにおいても捕捉が失敗
した場合には前記捕捉指示機能実行部に捕捉が失敗したことを報知し、いずれかの通信シ
ステムにおいて捕捉が成功した場合には前記捕捉指示機能実行部に捕捉が成功したことを
報知し、
　　前記第２の捕捉指示にしたがう捕捉処理を前記複数の通信システム毎、捕捉が成功す
るまで前記第２プロトコル実行部に行わせ、いずれの通信システムにおいても捕捉が失敗
した場合には前記捕捉指示機能実行部に捕捉失敗を報知し、いずれかの通信システムにお
いて捕捉が成功した場合には前記捕捉指示機能実行部に捕捉成功を報知し、
　前記捕捉指示機能実行部は、
　　前記第１の捕捉指示を行ってから第１の所定時間が経過すると、当該第１の捕捉指示
についての捕捉失敗の報知の有無を判定し、捕捉失敗の報知が無ければ、前記第１の所定
時間経過以降、前記第１の所定時間より短い第２の所定時間の周期で当該第１の捕捉指示
についての捕捉失敗の報知の有無を判定する
　ことを特徴とする無線通信端末。
【請求項２】
　前記複数の通信システムは、
　それぞれで周波数帯の異なる通信システムである
　ことを特徴とする請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項３】
　前記複数の通信システムは、
　それぞれでＣＤＭＡ（Code Division Multiple Access）通信におけるバンドクラスの
異なる通信システムを含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項４】
　前記複数の通信システムは、
　前記バンドクラスの異なる通信システムに関するプライマリチャネル、セカンダリチャ
ネルである
　ことを特徴とする請求項３に記載の無線通信端末。
【請求項５】
　表示部を更に有し、
　前記捕捉指示機能実行部は、圏外状態にあると判定された状態において前記操作部によ
る発信操作を検出し、前記第１の捕捉指示による捕捉失敗が報知された後に、前記第２の
捕捉指示による捕捉失敗が報知されたとき、前記表示部に発信の失敗を表示させる
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の無線通信端末。
【請求項６】
　前記圏外状態は、
　前記第１プロトコル実行部、および第２プロトコル実行部のいずれにおいても前記複数
の通信システムの捕捉ができない状態が生じ、前記捕捉指示機能実行部により前記表示部
に対して圏外表示させている状態であって、前記通信部による圏内復帰処理が実行される
状態である
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の無線通信端末。
【請求項７】
　前記通信システム選択部は、
　前記第１の捕捉指示に基づく捕捉処理を、前記第１の所定時間中、繰り返し実行する
　ことを特徴とする請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項８】
　前記捕捉指示機能実行部は、
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　前記発信操作が、音声発信の操作であった場合には、前記通信システム選択部に対して
第３の捕捉指示を行い、
　前記通信システム選択部は、
　前記第３の捕捉指示をうけると、前記複数の通信システム毎に捕捉が成功するまで前記
第２プロトコル実行部に捕捉処理を行わせ、いずれの通信システムにおいても捕捉が失敗
した場合には前記捕捉指示機能実行部に捕捉の失敗を報知し、いずれかの通信システムに
おいて捕捉が成功した場合には前記捕捉指示機能実行部に捕捉が成功したことを報知する
　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の無線通信端末。
【請求項９】
　前記捕捉指示機能実行部は、
　前記発信操作が音声発信の操作であった場合に、前記通信システム選択部に対して第３
の捕捉指示を行い、
　前記通信システム選択部は、
　前記第３の捕捉指示にしたがい、前記複数の通信システム毎に捕捉が成功するまで前記
第２プロトコル実行部に捕捉処理を行わせ、いずれの通信システムにおいても捕捉が失敗
した場合に前記捕捉指示機能実行部に捕捉の失敗を報知し、いずれかの通信システムにお
いて捕捉が成功した場合に捕捉が成功したことを報知する
　ことを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の無線通信端末。
【請求項１０】
　複数の通信システムを捕捉可能であって、第１の通信プロトコルによる通信と第２の通
信プロトコルによる通信とのいずれも実行可能な通信部と、操作部と、前記操作部により
通信開始が指示されたときに、前記複数の通信システムのいずれかで前記第１の通信プロ
トコルまたは第２の通信プロトコルを用いて前記通信部による通信を制御する、通信シス
テム選択部、第１プロトコル実行部、第２プロトコル実行部、捕捉指示機能実行部を含む
制御部と、を備える無線通信端末における通信制御方法であり、
　前記捕捉指示機能実行部が、通信を行うことの出来ない圏外状態にあると判定された状
態において、前記操作部による発信操作が検出されたとき、前記通信システム選択部に対
し、前記第１の通信プロトコルによる前記複数の通信システムのいずれかの捕捉を指示す
る第１の捕捉指示を行う第１のステップと、
　前記第１プロトコル実行部が、前記第１のステップに基づいて、前記複数の通信システ
ム毎に捕捉が成功するまで捕捉処理を実行する第２のステップと、
　前記通信システム選択部が、前記第２のステップにおいて、いずれの通信システムにお
いても捕捉できない場合には前記捕捉指示機能実行部に対して捕捉の失敗を報知する第３
のステップと、
　前記捕捉指示機能実行部が、前記捕捉失敗が報知されたことをうけ、前記通信システム
選択部に対して前記第２の通信プロトコルによる前記複数の通信システムのいずれかの捕
捉を指示する第２の捕捉指示を行う第４のステップと、
　前記第２プロトコル実行部が、前記第４のステップに基づいて、前記複数の通信システ
ム毎、捕捉が成功するまで捕捉処理を実行する第５のステップと、
　前記通信システム選択部が、前記第５のステップにおいて、いずれの通信システムにお
いても捕捉できない場合には前記捕捉指示機能実行部に対して捕捉の失敗を報知する第６
のステップと、
　前記通信システム選択部が、前記第２のステップ、もしくは第５のステップにおいて、
いずれかの通信システムにおいて捕捉が成功した場合に、前記捕捉指示機能実行部に対し
て捕捉の成功を報知する第７のステップと、
　前記捕捉指示機能実行部が、前記捕捉成功の報知をうけ、捕捉が成功したプロトコルお
よび通信システムによる通信開始の処理を行う第８のステップと、を有し、
　前記第４のステップは、前記第１の捕捉指示を行ってから第１の所定時間が経過すると
、当該第１の捕捉指示についての捕捉失敗の報知の有無を判定し、捕捉失敗の報知が無け
れば、前記第１の所定時間経過以降、前記第１の所定時間より短い第２の所定時間の周期
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で当該第１の捕捉指示についての捕捉失敗の報知の有無を判定する
　ことを特徴とする無線通信端末における通信制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、マルチバンド対応の無線通信システムに用いて好適な、無線通信端末
および無線通信端末における通信制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＤＭＡ（Code Division Multiple Access）通信に適用される無線通信端末は、発着
信やデータ通信を行なう際に、チャネルの捕捉動作を開始する。そして、捕捉したチャネ
ルの構成情報、タイミング情報を取得し、また、捕捉したチャネルのタイミングに同期さ
せて位置登録情報等を取得する。
　ところで、チャネルの受信電界強度は、無線通信端末の使用環境（地形や建物等）によ
っては著しく低下することがあり、チャネルの受信電界強度が低い場合には、チャネルの
電波を受信したにもかかわらず、当該チャネルが捕捉できなかったものと判定され、圏内
復帰処理に移行する。この圏内復帰処理において、無線通信端末は所定の周期でチャネル
の捕捉動作を行なうシステムスキャンを実行する。
【０００３】
　ところで、無線通信端末が圏外にある場合、無線通信端末は、内部的に圏外であること
を示すフラグ（圏外フラグ）をＯＮする。このような状況にあって、ユーザが発信操作を
行なっても圏外フラグがＯＮしている間は発信できる可能性が低く、また、省電力のため
に発信処理を起動していなかった。
　また、一旦、圏外と判定された場合、圏内復帰処理を所定周期で行うが、復帰のための
システムスキャンを試行する通信方式が限定的であったりして、圏内復帰のために要する
時間は無視できないものとなっている。例えば、トンネルの出入り等、使用環境が極端に
異なる場所では、トンネルから出てすぐに圏内復帰処理ができれば良いが、圏内復帰捕捉
動作のタイミングにならない限りすぐには復帰できない。また、圏内復帰捕捉処理を行な
ってもすぐには圏内復帰につながるわけではない。
【０００４】
　上記した問題を解決するために、圏外と判定された場合でも発信操作がなされればチャ
ネルの捕捉動作を行う技術が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－２３６６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記した特許文献１に開示された技術によれば、圏内復帰処理において発呼成功率を向
上させることができる。しかしながら、最近、１個の無線通信端末で複数の周波数帯（例
えば、８００ＭＨｚ、２ＧＨｚ）が使用可能になってきており、また、使用できる通信プ
ロトコルについても複数（１ｘ、ＥＶＤＯ）対応可能な無線通信端末が増加してきており
、単一の通信システムについての複数チャネルの圏内復帰捕捉処理だけでは、ユーザが希
望する通信方式での発信がなされるとは限らない。
【０００６】
　本発明は上記した課題に基づいてなされたものであり、複数の通信方式に対応可能な無
線通信端末において、圏外と判定された状態にあっても発信操作が行なわれたときに通信
システムの捕捉を効率的に行い、極力、ユーザが希望する通信方式による接続を試行する
ことのできる、無線通信端末および無線通信端末における通信制御方法を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明の第１の観点は、複数の通信システムを捕捉可能であって、第１の通信プロトコ
ルによる通信と第２の通信プロトコルによる通信とのいずれも実行可能な通信部と、操作
部と、前記操作部により通信開始が指示されたときに、前記複数の通信システムのいずれ
かで前記第１の通信プロトコルまたは第２の通信プロトコルを用いて前記通信部による通
信を制御する制御部と、を備える無線通信端末であり、前記制御部は、前記通信部に、捕
捉させる通信システムを指示する通信システム選択部と、前記通信部に前記第１の通信プ
ロトコルによる捕捉を指示する第１プロトコル実行部と、前記通信部に前記第２の通信プ
ロトコルによる捕捉を指示する第２プロトコル実行部と、通信を行うことの出来ない圏外
状態にあると判定された状態において、前記操作部による発信操作を検出したとき、前記
通信システム選択部に対し、前記第１の通信プロトコルによる前記複数の通信システムの
いずれかの捕捉を指示する第１の捕捉指示を行い、前記第１の捕捉指示に対して捕捉失敗
が報知された場合に、前記通信システム選択部に対して前記第２の通信プロトコルによる
前記複数の通信システムのいずれかの捕捉を指示する第２の捕捉指示を行い、前記第１の
捕捉指示、あるいは前記第２の捕捉指示に対して捕捉成功が報知された場合に、捕捉が成
功したプロトコルおよび通信システムによる通信開始の処理を行う捕捉指示機能実行部と
、を有し、前記通信システム選択部は、前記第１の捕捉指示にしたがう捕捉処理を前記複
数の通信システム毎、捕捉が成功するまで前記第１プロトコル実行部に行わせ、いずれの
通信システムにおいても捕捉が失敗した場合には前記捕捉指示機能実行部に捕捉が失敗し
たことを報知し、いずれかの通信システムにおいて捕捉が成功した場合には前記捕捉指示
機能実行部に捕捉が成功したことを報知し、前記第２の捕捉指示にしたがう捕捉処理を前
記複数の通信システム毎、捕捉が成功するまで前記第２プロトコル実行部に行わせ、いず
れの通信システムにおいても捕捉が失敗した場合には前記捕捉指示機能実行部に捕捉失敗
を報知し、いずれかの通信システムにおいて捕捉が成功した場合には前記捕捉指示機能実
行部に捕捉成功を報知し、前記捕捉指示機能実行部は、前記第１の捕捉指示を行ってから
第１の所定時間が経過すると、当該第１の捕捉指示についての捕捉失敗の報知の有無を判
定し、捕捉失敗の報知が無ければ、前記第１の所定時間経過以降、前記第１の所定時間よ
り短い第２の所定時間の周期で当該第１の捕捉指示についての捕捉失敗の報知の有無を判
定する。
【０００８】
　また、好適には、前記複数の通信システムは、それぞれで周波数帯の異なる通信システ
ムである。
【０００９】
　さらに、好適には、前記複数の通信システムは、それぞれでＣＤＭＡ（Code Division 
Multiple Access）通信におけるバンドクラスの異なる通信システムを含む。
【００１０】
　また、好適には、前記複数の通信システムは、前記バンドクラスの異なる通信システム
に関するプライマリチャネル、セカンダリチャネルである。
【００１１】
　さらに、好適には、表示部を更に有し、前記捕捉指示機能実行部は、圏外状態にあると
判定された状態において前記操作部による発信操作を検出し、前記第１の捕捉指示による
捕捉失敗が報知された後に、前記第２の捕捉指示による捕捉失敗が報知されたとき、前記
表示部に発信の失敗を表示させる。
【００１２】
また、好適には、前記圏外状態は、前記第１プロトコル実行部、および第２プロトコル実
行部のいずれにおいても前記複数の通信システムの捕捉ができない状態が生じ、前記捕捉
指示機能実行部により前記表示部に対して圏外表示させている状態であって、前記通信部
による圏内復帰処理が実行される状態である。
【００１３】
　また、好適には、前記通信システム選択部は、前記第１の捕捉指示に基づく捕捉処理を
、前記第１の所定時間中、繰り返し実行する。
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【００１４】
　また、好適には、前記捕捉指示機能実行部は、前記発信操作が、音声発信の操作であっ
た場合には、前記通信システム選択部に対して第３の捕捉指示を行い、前記通信システム
選択部は、前記第３の捕捉指示をうけると、前記複数の通信システム毎に捕捉が成功する
まで前記第２のプロトコル実行部に捕捉処理を行わせ、いずれの通信システムにおいても
捕捉が失敗した場合には前記捕捉指示機能実行部に捕捉の失敗を報知し、いずれかの通信
システムにおいて捕捉が成功した場合には前記捕捉指示機能実行部に捕捉が成功したこと
を報知する。
【００１５】
さらに、好適には、前記捕捉指示機能実行部は、前記発信操作が音声発信の操作であった
場合に、前記通信システム選択部に対して第３の捕捉指示を行い、前記通信システム選択
部は、前記第３の捕捉指示にしたがい、前記複数の通信システム毎に捕捉が成功するまで
前記第２のプロトコル実行部に捕捉処理を行わせ、いずれの通信システムにおいても捕捉
が失敗した場合に前記捕捉指示機能実行部に捕捉の失敗を報知し、いずれかの通信システ
ムにおいて捕捉が成功した場合に捕捉が成功したことを報知する。
【００１６】
　また、本発明の第２の観点の無線通信端末における通信制御方法は、複数の通信システ
ムを捕捉可能であって、第１の通信プロトコルによる通信と第２の通信プロトコルによる
通信とのいずれも実行可能な通信部と、操作部と、前記操作部により通信開始が指示され
たときに、前記複数の通信システムのいずれかで前記第１の通信プロトコルまたは第２の
通信プロトコルを用いて前記通信部による通信を制御する、通信システム選択部、第１プ
ロトコル実行部、第２プロトコル実行部、捕捉指示機能実行部を含む制御部と、を備える
無線通信端末における通信制御方法であり、前記捕捉指示機能実行部が、通信を行うこと
の出来ない圏外状態にあると判定された状態において、前記操作部による発信操作が検出
されたとき、前記通信システム選択部に対し、前記第１の通信プロトコルによる前記複数
の通信システムのいずれかの捕捉を指示する第１の捕捉指示を行う第１のステップと、前
記第１プロトコル実行部が、前記第１のステップに基づいて、前記複数の通信システム毎
に捕捉が成功するまで捕捉処理を実行する第２のステップと、前記通信システム選択部が
、前記第２のステップにおいて、いずれの通信システムにおいても捕捉できない場合には
前記捕捉指示機能実行部に対して捕捉の失敗を報知する第３のステップと、前記捕捉指示
機能実行部が、前記捕捉失敗が報知されたことをうけ、前記通信システム選択部に対して
前記第２の通信プロトコルによる前記複数の通信システムのいずれかの捕捉を指示する第
２の捕捉指示を行う第４のステップと、前記第２プロトコル実行部が、前記第４のステッ
プに基づいて、前記複数の通信システム毎、捕捉が成功するまで捕捉処理を実行する第５
のステップと、前記通信システム選択部が、前記第５のステップにおいて、いずれの通信
システムにおいても捕捉できない場合には前記捕捉指示機能実行部に対して捕捉の失敗を
報知する第６のステップと、前記通信システム選択部が、前記第２のステップ、もしくは
第５のステップにおいて、いずれかの通信システムにおいて捕捉が成功した場合に、前記
捕捉指示機能実行部に対して捕捉の成功を報知する第６のステップと、前記捕捉指示機能
実行部が、前記捕捉成功の報知をうけ、捕捉が成功したプロトコルおよび通信システムに
よる通信開始の処理を行う第７のステップと、を有し、前記第４のステップは、前記第１
の捕捉指示を行ってから第１の所定時間が経過すると、当該第１の捕捉指示についての捕
捉失敗の報知の有無を判定し、捕捉失敗の報知が無ければ、前記第１の所定時間経過以降
、前記第１の所定時間より短い第２の所定時間の周期で当該第１の捕捉指示についての捕
捉失敗の報知の有無を判定する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、圏外と判定された状態にあっても、発信操作が行なわれたときに通信
システムの捕捉を効率的に行い、極力、ユーザが希望する通信方式による接続を試行可能
な無線通信端末を提供することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明の実施形態の説明に先立ち、無線通信端末が適用可能な通信システムについての
補足説明を行う。
　近年、無線通信システムにおいて、使用する周波数帯の有効利用をはかるとともに、使
用周波数を世界標準仕様に合わせるために周波数帯の再編が検討されている。例えば、Ｃ
ＤＭＡ２０００ １ｘ使用の無線通信システムにおいて、現在、日本国内では、日本仕様
の８００ＭＨｚ帯（以下、旧８００ＭＨｚ帯）が用いられているが、この周波数帯が世界
標準仕様である新８００ＭＨｚ帯へ再編される予定である。なお、旧８００ＭＨｚ帯と新
８００ＭＨｚ帯とでは、使用する周波数帯のうち、上り、下りの周波数割り当て等が相違
している。こうした背景から、現行の周波数帯（旧８００ＭＨｚ）、新たな周波数帯（新
８００ＭＨｚ）、および高周波の周波数帯（２ＧＨｚ）での通信が可能なマルチバンド対
応の無線通信端末が開発されている。
【００１９】
　マルチバンド対応の無線通信端末は、基地局によって割当てられるチャネルを介して当
該基地局との間で無線通信を行なう。このとき、無線通信端末は、複数の周波数帯で無線
信号の送受信が可能であり、具体的には、現行の周波数帯（旧８００ＭＨｚ）、新たな周
波数帯（新８００ＭＨｚ）、および高周波の周波数帯（２ＧＨｚ）を用いて無線信号の送
受信が可能である。
　上記したそれぞれ異なる周波数帯の通信システムには、基地局と無線通信端末間で周波
数帯を識別するための識別番号として、３ＧＰＰ２（3rd Generation Partnership Proje
ct 2）で規定されたバンドクラスが付与されている。例えば、基地局から無線通信端末に
報知される情報の中の近隣基地局リスト等において、無線通信端末の周辺に存在する通信
システムを報知する等のためにこのバンドクラスが使用される。なお、現行の周波数帯（
旧８００ＭＨｚ）はバンドクラス３、新たな周波数帯（新８００ＭＨｚ）はバンドクラス
０、高周波の周波数帯（２ＧＨｚ）はバンドクラス６にそれぞれ分類されている。また、
各バンドクラスには、プライマリチャンネルとセカンダリチャンネルが割当てられ（但し
、バンドクラス６のＥＶＤＯ通信においてはプライマリチャンネルのみ）、更に、プロト
コルの違い（ＥＶＤＯ）を考慮すれば、合計で１１パターンの通信システムが存在するこ
とになる。
【００２０】
　以下、上記した１１パターンの通信システムを有するマルチバンド対応の無線通信端末
について詳細に説明する。
　図１は、本発明の実施の形態１、実施の形態２にかかわる無線通信端末の内部構成を示
すブロック図である。ここでは、無線通信端末として携帯電話が例示されており、この携
帯電話は、通信部１と、操作部２と、音声処理部３と、スピーカ４と、マイク５と、表示
部６と、記憶部７と、制御部８とにより構成される。
【００２１】
　通信部１は、複数の通信システムを捕捉し、第１の通信プロトコル（例えば、ＥＶＤＯ
）と第２の通信プロトコル（例えば、CDMA2000_１ｘ：以降１ｘと略する）にしたがい、
通信ネットワークに接続される不図示の基地局との間で無線通信を行う。なお、EVDO通信
は、１ｘ通信よりも高速であり、１ｘ通信はEVDO通信と異なり音声通信もサポートすると
いう特徴を有している。通信部１は、制御部８によって出力される送信データに所定の変
調処理を施して無線信号に変換し、アンテナを介して送出し、また、アンテナにおいて受
信される基地局からの無線信号に所定の復調処理を施して受信データに変換し、制御部８
に出力する。
　また、操作部２は、例えば、電源キー、通話キー、数字キー、文字キー、方向キー、決
定キー、発信キーなど、各種の機能が割り当てられたキーを有しており、これらのキーが
ユーザによって操作された場合に、その操作内容に対応する信号を発生し、これをユーザ
の指示として制御部８に入力する。
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【００２２】
　音声処理部３は、スピーカ４において出力される音声信号やマイク５において入力され
る音声信号の処理を行う。すなわち、マイク５から入力される音声を増幅し、アナログ－
デジタル変換を行い、更に符号化等の信号処理を施し、デジタルの音声データに変換して
制御部８に出力する。また、制御部８から供給される音声データに復号化、デジタル－ア
ナログ変換、増幅等の信号処理を施し、アナログの音声信号に変換してスピーカ４に出力
する。
　また、表示部６は、例えば、液晶表示パネルや有機ＥＬ（Electro-Luminescence）パネ
ルなどの表示デバイスを用いて構成されており、制御部８から供給される映像信号に応じ
た画像を表示する。例えば、発信時における発信先の電話番号、着信時における着信相手
の電話番号、受信メールや送信メールの内容、日付、時刻、バッテリ残量、発信成否、待
ち受け画面などの各種の情報や画像を表示する。
【００２３】
　記憶部７は、制御部８において処理に利用される各種のデータを記憶する。例えば、制
御部８に備わるコンピュータのプログラム、通信相手の電話番号や電子メールアドレス等
の個人情報を管理するアドレス帳、着信音やアラーム音を再生するための音声ファイル、
待ち受け画面用の画像ファイル、各種の設定データ、プログラムの処理過程で利用される
一時的なデータなどを保持する。
　なお、上記した記憶部７は、例えば不揮発性の記憶デバイス（不揮発性半導体メモリ、
ハードディスク装置、光ディスク装置など）やランダムアクセス可能な記憶デバイス（例
えばＳＲＡＭ、ＤＲＡＭ）などによって構成される。
【００２４】
　制御部８は、携帯電話の全体的な動作を統括的に制御する。すなわち、携帯電話の各種
の処理（回線交換網を介して行われる音声通話、電子メールの作成と送受信、インターネ
ットのＷｅｂ（World Wide Web）サイトの閲覧など）が操作部２の操作に応じて適切な手
順で実行されるように、上述した各ブロックの動作（通信部１における信号の送受信、音
声処理部３における音声の入出力、表示部６における画像の表示など）を制御する。
　制御部８は、記憶部７に格納されるプログラム（オペレーティングシステム、アプリケ
ーションプログラム等）に基づいて処理を実行するコンピュータ（マイクロプロセッサ）
を備えており、このプログラムにおいて指示された手順に従って上述した処理を実行する
。すなわち、記憶部７に格納されるオペレーティングシステムやアプリケーションプログ
ラム等のプログラムから命令コードを順次読み込んで処理を実行する。
【００２５】
　制御部８は、操作部２により通信開始が指示されたときに、複数の通信システムのいず
れかで第１の通信プロトコル（例えば、ＥＶＤＯ：Evolution Data Only）、または第２
の通信プロトコル（例えば、１ｘ）を用いて通信部１による通信を制御する機能を有し、
キー検出部８１と、表示制御部８２と、ＥＶＤＯプロトコル実行部８３と、１ｘプロトコ
ル実行部８４と、通信システム選択部８５と、捕捉指示機能実行部８６とにより構成され
る。
　キー検出部８１は、操作部２からの発信操作を検出して捕捉指示機能実行部８６による
捕捉処理を起動する機能を持ち、また、表示制御部８２は、捕捉指示機能実行部８６を介
して出力される発信の成否を表示部６に表示する機能を持つ。
【００２６】
一方、通信システム選択部８５は、通信部１に対して捕捉させる通信システムを指示する
機能を持つ。また、ＥＶＤＯプロトコル実行部８３は、通信部１に第１の通信プロトコル
（ＥＶＤＯ）による捕捉を指示する第１プロトコル実行部として機能し、１ｘプロトコル
実行部８４は、通信部１に第２の通信プロトコル（１ｘ）による捕捉を指示する第２プロ
トコル実行部として機能する。
　なお、捕捉指示機能実行部８６は、通信システム選択部８５に対して通信システムの捕
捉開始指示を行い、携帯電話が通信を行うことの出来ない圏外状態にあると判定された状
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態において、操作部２による発信操作を検出したとき、通信システム選択部８５に対し、
複数の通信システムのいずれかの捕捉を指示する第１の捕捉指示を行い、当該第１の捕捉
指示に対して捕捉失敗が報知された場合に、通信システム選択部８５に対して第２の捕捉
指示を行い、上記した第１の捕捉指示、あるいは第２の捕捉指示に対して捕捉成功が報知
された場合に、捕捉が成功した通信システムによる通信開始の処理を行う機能を持つ。
【００２７】
　なお、捕捉指示機能実行部８６は、捕捉結果報知領域８６０を有し、ここに、通信シス
テム選択部８５によって報知される通信システム毎の捕捉の結果（捕捉失敗）がフラグＯ
Ｎされ、このフラグは、システムスキャンの都度、更新され保持される。ここに書き込ま
れた通信システムの捕捉の結果は、後述する適当なタイミングで捕捉指示機能実行部８６
がチェックし、リトライ処理、もしくは発信失敗を表示部６に表示させる処理を行う。
なお、ここに示す捕捉結果報知領域８６０は、具体的には、記憶部７の適当な領域に割り
付けられ記憶されるものとする。
【００２８】
（実施の形態１）
　図２は、本発明の実施の形態１にかかわる無線通信端末の動作を説明するために引用し
た動作シーケンス図であり、ここでは、制御部８を構成する、ＥＶＤＯプロトコル実行部
８３（１ｘプロトコル実行部８４）と、通信システム選択部８５と、捕捉指示機能実行部
８６との間の動作シーケンスが示されている。また、図３は、その動作を模式的に示した
動作概念図である。
　以下、図２、図３を参照しながら、図１に示す本発明の実施の形態１にかかわる無線通
信端末の動作について説明する。
【００２９】
　まず、携帯端末が圏外にいる状態において、ユーザが携帯電話の操作部２を操作すると
（発信キー等の押下）、制御部８は、キー検出部８１を介して発信要求を取得し、捕捉指
示機能実行部８６を起動する（図２のＳ２０１）。ここで、圏外とは、通信システムの捕
捉が出来ない状態（内部で圏外フラグがONし、画面上、アンテナビクトが圏外表示を行っ
ている）が生じ、圏内復帰処理が周期的に実行される状態をいう。また、「圏内復帰処理
」とは、システムスキャン（受信周波数サーチ）を行い、その周波数の中で報知されてい
るパイロット信号を解析することによって使用できるチャネル（通信システム）であるか
否かを判定し、かつ、パイロット信号強度が所定のレベルを超えていた場合にその通信シ
ステムを捕捉する処理をいう。
　捕捉指示機能実行部８６は、この発信要求を取得し、発信処理を行う前に発信に要する
通信システムを捕捉するために、発信によるシステムスキャンの実行を指示する。このシ
ステムスキャンは、捕捉指示機能実行部８６が、通信システム選択部８５を起動し（Ｓ２
０２：システムスキャン指示）、通信システム選択部８５が、発信の「呼」設定に基づい
て、どの通信システムをスキャンするかに応じて、ＥＶＤＯプロトコル実行部８３、また
は１ｘプロトコル実行部８４を選択し（Ｓ２０３）、選択されたＥＶＤＯプロトコル実行
部８３、または１ｘプロトコル実行部８４を起動することにより実現される（Ｓ２０４：
システムスキャン指示）。
【００３０】
　すなわち、通信システム選択部８５は、データ発信であればＥＶＤＯの通信システムを
、音声発信であれば１Ｘの通信システムを選択してそのスキャン動作を実行するよう、Ｅ
ＶＤＯプロトコル実行部８３または１ｘプロトコル実行部８４に指示する。
　通信システム選択部８５により選択されたＥＶＤＯプロトコル実行部８３、または１ｘ
プロトコル実行部８４は、システムスキャンの結果、その通信システムの捕捉の成否に関
し、通信システム選択部８５を経由して捕捉指示機能実行部８６に報知する（Ｓ２０５、
Ｓ２０６）。通信システム選択部８５は、通信システムの捕捉に成功した場合は、捕捉指
示機能実行部８６に対し、その通信システムを用いた発信処理を指示するが、失敗した場
合は、同一プロトコル内の他の通信システムをスキャンするように、先にシステムスキャ
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ンを実行したＥＶＤＯプロトコル実行部８３または１ｘプロトコル実行部８４に対して再
度システムスキャンの実行を指示する（Ｓ２０７～Ｓ２１１）。
【００３１】
なお、システムスキャンの対象となる通信システムは、先にシステムスキャンを実行した
通信システムである場合もあるし、そうでない同一プロトコル内の別の通信システムの場
合もある。このとき、通信システム選択部８５は、同時に捕捉指示機能実行部８６に対し
て、通信システムの捕捉失敗を報知する。ここで、「報知」とは、通信システムの捕捉が
失敗したことを示す信号を出力することをいう。
捕捉指示機能実行部８６は、システムスキャンを通信システム選択部８５に対して指示し
た後、４秒間、通信システム選択部８５からの捕捉成功の報知を待つ。ここで、４秒間、
システム選択部８５から捕捉成功の通知が出力されない場合、捕捉指示機能実行部８６は
、再度、通信システム選択部８５に対し、上記したシステムスキャンを再試行（リトライ
）するように指示する（Ｓ２１２）。
【００３２】
　通信システムの選択、およびその捕捉動作を行っていた通信システム選択部８５と、Ｅ
ＶＤＯプロトコル実行部８３または１ｘプロトコル実行部８４は、捕捉指示機能実行部８
６から再度受信したシステムスキャン指示に基づき、現在実行中の通信システム捕捉動作
をキャンセルし、再度システムスキャン動作を行い、捕捉の成否を報知する（Ｓ２１３～
Ｓ２１５）。
　なお、通信システム選択部８５と、ＥＶＤＯプロトコル実行部８３または１ｘプロトコ
ル実行部８４は、このシステムスキャンを契機に、通信システムを捕捉できるまで、上記
した通信システムの捕捉動作を繰り返す。
【００３３】
　仮に、捕捉指示機能実行部８６が、通信システム選択部８５から捕捉成功通知を受信し
た場合、そのタイミングで発信処理を行う。システムスキャンは、捕捉指示機能実行部８
６が持つリトライ機能により、再度システムスキャン指示がなされるか、発信処理が終了
するまで永遠に繰り返し実行される。
　なお、発信処理に関し、ＡＭＳＳ（Advanced Mobile Solution Software）では、発信
処理にタイマ機能が設けられており、４０秒発信動作を続けても基地局と通信できない場
合は自動的に発信終了となる（Ｓ２１６）。
【００３４】
　上記した本発明の実施の形態１によれば、通信システム選択部８５は、捕捉指示機能実
行部８６から発信によるシステムスキャンが要求された場合、捕捉すべき通信システムの
候補がリスト化された、例えば、図３（ａ）に示すスキャンリスト８５０を参照すること
により、通信システムの選択起動を行なう。
　すなわち、図３（ｂ）に示されるように、携帯電話１０（通信システム選択部８５）は
、スキャンリスト８５０のインデックスの始めに格納されている通信システム＃１から捕
捉指示を出力し(1)、以後、通信システム＃１～＃ｎの捕捉が成功するまでスキャンリス
ト８５０に格納されている通信システムの捕捉試行を行うように、ＥＶＤＯプロトコル実
行部８３または１ｘプロトコル実行部８４を制御する。
【００３５】
　具体的に、通信システム選択部８５は、スキャンリスト８５０の１番目のインデックス
にある通信システムをスキャン候補として取得し(1)、ここでは通信システム＃１の捕捉
試行を行うように、ＥＶＤＯプロトコル実行部８３または１ｘプロトコル実行部８４を制
御する(2)。そして捕捉失敗の報知をうけた場合(3)、スキャンリスト８５０の２番目のイ
ンデックスにあるスキャン候補（通信システム＃２）を取得し(4)、通信システム＃２の
捕捉試行を行うように、ＥＶＤＯプロトコル実行部８３または１ｘプロトコル実行部８４
を制御する(5)。
　上記した通信システムの捕捉試行を繰り返し、捕捉指示機能実行部８６により４秒経過
したことが検出されると、再度システムスキャンが要求され、上記した(1)(2)の動作が繰
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り返し実行される(7)(8)。
【００３６】
　上記したように、圏外発信時、発信によるシステムスキャンが４秒以内に成功しない場
合は、捕捉指示機能実行部８６により、通信システム選択部８５に対し、再度、発信によ
るシステムスキャンが要求される。通信システム選択部８５は、これをうけて再びスキャ
ンリスト８５０にある先頭の通信システムから捕捉試行を開始する。
　例えば、通信システム＃２が通信上に障害があって捕捉試行に４秒かかる場合、通信シ
ステム選択部８５は、捕捉指示機能実行部８６から、４秒満了によるシステムスキャンを
要求されるため、通信システム＃３以降の捕捉試行動作を行うことができず、通信システ
ム＃１から再度捕捉試行動を実行することになる。このような場合、発信中は、通信シス
テム＃３以降は永遠に捕捉試行動作が実行されない。仮に、通信システム＃３の電波が安
定しているエリアにおいて、捕捉可能な通信システムが存在するにも関わらず、その通信
システムを捕捉しにいく契機がないため、発信できないことになってしまう。
【００３７】
　上記したように、実施の形態１では、捕捉指示機能実行部８６は、発信によるシステム
スキャンの結果として、通信システム選択部８５に対し、システムスキャンのリトライの
要求を４秒間待つ。ここで、４秒間経過しても何も応答がない場合、もしくは捕捉成功が
報知されない場合、捕捉指示機能実行部８６は、再度、システムスキャン要求をシステム
選択部８５に出力している。
　これに対し、以下に説明する実施の形態２では、圏外発信時の発信によるシステムスキ
ャンの実行手順において、全ての通信システム＃１～＃ｎに対して捕捉試行を実行し、そ
の結果が出るまで、再度、発信によるシステムスキャン要求を発行しない仕組みを構築す
ることにより、捕捉可能な通信システムが存在するにも関わらず、その通信システムを捕
捉する契機が与えられないことから発信が不可となっていた実施の形態１が持つ不都合が
解消できる。
【００３８】
（実施の形態２）
　図４は、本発明の実施の形態２にかかわる無線通信端末の動作を示すシーケンス図であ
り、ここでは、制御部８を構成する、１ｘプロトコル実行部８４と、ＥＶＤＯプロトコル
実行部８３と、通信システム選択部８５と、捕捉指示機能実行部８６と間の動作シーケン
スが示されている。また、図５は、発信処理開始時における通信プロトコル決定処理の流
れを、図６は、通信システムの捕捉処理の流れをそれぞれ示すフローチャートである。
　以下、図４～図６を参照しながら、本発明の実施の形態２にかかわる無線通信端末の動
作について詳細に説明する。
【００３９】
　まず、圏外の状態において、ユーザが操作部２を操作することにより発信キー等の通信
開始のキーが押下されると、制御部８は、キー検出部８１がその発信要求を取得し、捕捉
指示機能実行部８６を起動する（図４のＳ４０１）。
　上記した捕捉指示機能実行部８６を起動するにあたり、図５のフローチャートに示され
るように、制御部８は、キー検知部８１を介して発信操作有無を検知すると（図５のＳ５
０１）、その操作は、音声発信か、データ通信かを判定する（Ｓ５０２）。ここで、音声
発信の場合は、１ｘの通信システムに基づく発信処理を起動し（Ｓ５０３）、データ通信
の場合は、更に、１ｘの通信システム以外使用できないＩＮＳ（Information Network Sy
stem）接続等による特殊データ通信でないことを確認したうえで、データレートの高いＥ
ＶＤＯの通信システムを優先した発信処理を起動する（Ｓ５０４“Ｎｏ”、Ｓ５０５）。
【００４０】
　説明を図４のシーケンス図に戻す。捕捉指示機能実行部８６は、上記した発信要求を取
得し、発信処理を行う前に、発信に要する通信システムを捕捉するために、通信システム
選択部８５に対し、ＥＶＤＯを優先した発信によるシステムスキャンの実行を指示する。
　このシステムスキャンは、捕捉指示機能実行部８６が、通信システム選択部８５を起動
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し（Ｓ４０２：システムスキャン指示）、通信システム選択部８５が、スキャンリスト８
５０を参照してスキャンすべき通信システムを決定し、ＥＶＤＯプロトコル実行部８３を
選択起動することにより実現される（Ｓ４０３、Ｓ４０４）。なお、このとき、スキャン
リスト８５０には、デフォルトで設定された、無線通信端末自身がスキャンすることがで
きるＥＶＤＯ用の５パターンの通信システムが格納されている。
【００４１】
　通信システム選択部８５により選択起動されたＥＶＤＯプロトコル実行部８３は、まず
、スキャンリスト８５０の１番目に格納された通信システムの捕捉を試行する。そして、
ＥＶＤＯプロトコル実行部８３は、その通信システムの捕捉の成否を通信システム選択部
８５に報知する。ここで、ＥＶＤＯプロトコル実行部８３から、スキャンリスト８５０の
１番目に格納された通信システムの捕捉失敗が報知された場合（Ｓ４０５）、通信システ
ム選択部８５は、捕捉指示機能実行部８６に対して捕捉失敗を報知することなく、ＥＶＤ
Ｏプロトコル実行部８３に対し、スキャンリスト８５０の２番目に格納された通信システ
ムに基づくシステムスキャンを指示する（Ｓ４０６、Ｓ４０７）。
【００４２】
　通信システム選択部８５は、通信システムの捕捉に成功した場合は、捕捉指示機能実行
部８６に対してその通信システムを用いた発信処理を指示するが、ＥＶＤＯプロトコル実
行部８３から捕捉失敗の報知をうけた場合は（Ｓ４０８）、上記同様、捕捉指示機能実行
部８６に対して捕捉失敗を報知することなく、ＥＶＤＯプロトコル実行部８３に対し、更
なる他のシステムスキャンの実行を指示するように、スキャンリスト８５０に格納された
残る３パターン分の通信システムを都度選択し、それぞれの通信システムに基づくシステ
ムスキャンの実行を指示する。
　通信システム選択部８５は、ＥＶＤＯプロトコル実行部８４に対し、スキャンリスト８
５０の最後尾のインデックスに格納された通信システム（５パターン目）のスキャンの指
示を行い（Ｓ４０９、Ｓ４１０）、当該システムスキャンの結果、ＥＶＤＯプロトコル実
行部８４から捕捉失敗が通知されたときに（Ｓ４１１）、捕捉指示機能実行部８６に対し
て捕捉失敗を報知（捕捉失敗フラグをON）する（Ｓ４１２）。
【００４３】
　なお、捕捉指示機能実行部８６は、発信によるシステムスキャンの実行を通信システム
選択部８５に対し指示した後、４秒間（第１の所定時間）、捕捉成否の報知（すなわち捕
捉結果報知領域８６０へのフラグ更新の有無の確認）を待つ。ここで、４秒間、通信シス
テム選択部８５から捕捉成功の通知が出力されず、しかも、捕捉失敗のフラグもなかった
場合、今度は、１秒（第２の所定時間）周期で捕捉結果報知領域８６０へのフラグの有無
を参照し、それでも捕捉成否の報知が確認されなかった場合、捕捉指示機能実行部８６は
、通信システム選択部８５に対して１ｘを用いた６パターンの発信によるシステムスキャ
ンの実行を指示する（Ｓ４１３）。
　このシステムスキャンは、捕捉指示機能実行部８６が、通信システム選択部８５を起動
し、通信システム選択部８５が、スキャンリスト８５０の１番目のインデックスに格納さ
れた１ｘ用の通信システムにしたがい、１ｘプロトコル実行部８４を選択起動することに
より実現される（Ｓ４１４、Ｓ４１５）。
【００４４】
　次に、選択起動された１ｘプロトコル実行部８４は、捕捉試行した先の通信システムの
捕捉の成否を通信システム選択部８５に報知する。ここで、１ｘプロトコル実行部８４か
ら、スキャンリスト８５０の１番目に格納された通信システムの捕捉失敗が報知された場
合（Ｓ４１６）、通信システム選択部８５は、捕捉指示機能実行部８６に対して捕捉失敗
を報知することなく、１ｘプロトコル実行部８４に対し、スキャンリスト８５０の２番目
に格納された通信システムに基づくシステムスキャンの実行を指示する。
　通信システム選択部８５は、その通信システムの捕捉に成功した場合は、捕捉指示機能
実行部８６に対しその通信システムを用いた発信処理を指示するが、１ｘプロトコル実行
部８４から捕捉失敗の報知を受信した場合は、上記同様、捕捉指示機能実行部８６に対し
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て捕捉失敗を報知することなく、１ｘプロトコル実行部８４に対し、更なる他のシステム
スキャンの実行を指示するように、残る４パターン分の通信システムを都度選択し、それ
ぞれの通信システムに基づくシステムスキャンの実行を指示する。
【００４５】
　通信システム選択部８５は、１ｘプロトコル実行部８３に対し、スキャンリスト８５０
の最後尾のインデックスに格納された６パターン目の通信システムのスキャン指示を行い
（Ｓ４１７、Ｓ４１８）、当該システムスキャンの結果、１ｘプロトコル実行部８３から
捕捉失敗が通知されたときに（Ｓ４１９）、捕捉指示機能実行部８６に対して捕捉失敗を
報知（８６０への捕捉失敗フラグをON）する（Ｓ４２０）。
　なお、捕捉指示機能実行部８６は、１ｘプロトコルでのシステムスキャン指示を行った
ステップS４１３のタイミングで、再度第１の所定時間（４秒）のタイマをスタートさせ
、４秒満了時に捕捉結果報知領域８６０に対する新たな失敗フラグの有無を確認する。ま
た、４秒満了時にフラグが確認できなかった場合には、第２の所定時間（１秒）周期で捕
捉結果報知領域８６０に対する新たな失敗フラグの有無を確認する処理についてはEVDOで
のシステムスキャン時と同様である。
　ステップS４２０の後捕捉指示機能実行部８６は、スキャンリスト８５０の６パターン
目の通信システムの捕捉失敗に基づくフラグONを確認すると、表示制御部８２を制御して
表示部６に発信の失敗を表示する（Ｓ４２１）。
【００４６】
　以上説明のように、上記した実施の形態２によれば、実施の形態１において、通信シス
テム選択部８５が、発信によるシステムスキャンが捕捉指示機能実行部８６から要求され
たとき、一つの通信システムの捕捉に失敗した結果として捕捉指示機能実行部８６に対し
、捕捉失敗を報知していたが、実施の形態２では、スキャンリスト８５０に格納された通
信システムの全てに対して捕捉試行動作を実行した結果が捕捉失敗でない限り、捕捉指示
機能実行部８６に捕捉失敗した旨を報知しない仕組みとした。
　すなわち、通信システム選択部８５は、スキャンリスト８５０に存在する通信システム
の全てに関して捕捉試行動作を実行した結果、全ての通信システムが捕捉できなかった場
合に、捕捉指示機能実行部８６に対して捕捉失敗を報知することになる。
【００４７】
　また、捕捉指示機能実行部８６は、実施の形態１において、通信システム選択部８５に
対し、発信によるシステムスキャンの結果として、システムスキャンの要求を行ってから
、４秒間のうちに、システム選択部８５から応答がない、もしくは捕捉成功の通知がない
場合に、通信システム選択部８５に対し、再度、システムスキャン要求を発行していたが
、実施の形態２では、通信システム選択部８５から、全システムに対するシステムスキャ
ンを行った結果として捕捉失敗のフラグ更新がなされない限り、再度システムスキャン要
求を発行しない仕組みとした。
　なお、通信システム選択部８５から捕捉成功の報知があった場合は、実施の形態１同様
、即座に捕捉が成功した通信システム上で発信処理を行う。
【００４８】
　上記した本発明の実施の形態２によれば、捕捉指示機能実行部８６は、通信システム選
択部８５から捕捉失敗の報知を受信するまで、再度、発信によるシステムスキャン要求を
発行することなく、また、通信システム選択部８５は、発信によるシステムスキャン要求
が捕捉指示機能実行部８６から発行された場合、スキャンリスト８５０にある通信システ
ムの全てに対して捕捉試行を繰り返した結果、捕捉失敗であることが確認されたときに、
その旨を捕捉指示機能実行部８６へ報知することにより、捕捉可能な通信システムが存在
するにも関わらず、その通信システムを捕捉しにいく契機がないため発信できないおそれ
のあった実施の形態１の不都合を解消することができる。
　以上説明のように、本発明の実施の形態２によれば、圏外発信時、スキャンリスト８５
０にある全ての通信システムに対して捕捉試行が実行されるため、発信成功率が向上する
。
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【００４９】
　また、図５のステップS５０３において、１ｘによる発信処理を行う場合には本発明の
実施の形態２の後半の処理を実行することとなる。すなわち、図４におけるステップS４
１３以降の処理のみを実行することとなり、やはり１ｘにおける全システムのスキャンが
一巡するまでは捕捉失敗のフラグをONせず、逆に捕捉成功した場合にはすぐさま捕捉成功
を報告する。捕捉指示機能実行部８６は、システムスキャン指示を行って後に、捕捉成功
の報告を待つとともに第１もしくは第２の所定時間経過ごとに捕捉結果報知領域８６０を
チェックし、捕捉成功が報告されたときには即座に接続処理を実行し、失敗フラグを確認
したならば表示部に発信失敗の表示を行わせるように制御する。このように、本発明の実
施の形態２によれば、１ｘ発信処理の際にも、基本的に同じ捕捉処理ルーチンにより処理
を行うことが出来、捕捉処理ルーチンを別途設ける必要が無いため、発信処理のプログラ
ム肥大化を防止することにも役立つ。
　さらに、データ通信の発信要求の際に、EVDOでの捕捉に失敗する環境においては、失敗
判定も早期に行えるだけではなく、すぐさま１ｘでの捕捉試行を行えるように構成してい
るので、極力、通信接続できるチャンスを拡大している。
【００５０】
　図６に、上記した通信システムの捕捉処理の流れがフローチャートで示されている。以
下、図４に示す動作シーケンスの説明の理解を深める意味で、図６に示すフローチャート
を参照しながら通信システムの捕捉動作について補足する。
　図６において、通信システム選択部８５は、捕捉指示機能実行部８６が発信要求をうけ
、その発信処理を実行する前に、発信に要する通信システムを捕捉するために、まず、最
優先バンドクラス（バンドクラス６）の選択を行い（Ｓ６０１）、次に、そのプライマリ
チャネルを選択して（Ｓ６０２）、ＥＶＤＯプロトコル実行部８３、あるいは１ｘプロト
コル実行部８４を起動し、発信によるシステムスキャンの実行を行なう。
【００５１】
　現在、バンドクラスには、“３（旧８００ＭＨｚ帯）”、“０（新８００ＭＨｚ帯）”
、“６（２ＧＨｚ帯）”の３種類あり、ここでは、“２ＧＨｚ帯→新８００ＭＨｚ帯→旧
８００ＭＨｚ帯”の優先順位にしたがい発信によるシステムスキャンを実行するものとす
る。各バンドクラスには、更に、プライマリチャネルとセカンダリチャネルが割当てられ
ており（但し、２ＧＨｚ帯のＥＶＤＯに関しては対応する無線通信端末の数が少ないため
セカンダリチャネルの割当ては無い）、選択されたバンドクラスのプライマリチャネルを
優先とする。
【００５２】
　次に、通信システム選択部８５は、その通信システムの捕捉成功の有無を判定し（Ｓ６
０３）、捕捉成功の場合はその通信システムを用いた発信処理を実行するよう捕捉指示機
能実行部８６に応答を返す（Ｓ６０９）。
　一方、補足失敗の場合は、そのバンドクラスのセカンダリチャネルの選択が完了したか
否かを判定し（Ｓ６０４）、完了していない場合は、そのセカンダリチャネルを選択して
（Ｓ６０５）Ｓ６０３の処理（捕捉の成否判定）に戻り、セカンダリチャネルの選択が完
了していた場合には、更に、全てのバンドクラス（ＢＣ）の選択が完了したか否かを判定
する（Ｓ６０６）。
【００５３】
　なお、Ｓ６０６の処理において、未だ、全てのＢＣの選択が完了していなかった場合は
、次に優先すべきＢＣを選択してＳ６０２の処理（プライマリチャネルの選択）に戻る。
また、全てのＢＣの選択が完了した場合には、捕捉指示機能実行部８６の捕捉結果報知領
域８６０に対し捕捉失敗フラグをONすることにより捕捉失敗報知を行う（Ｓ６０８）。ま
た、捕捉指示機能実行部８６は、所定の周期で捕捉結果報知領域８６０のフラグをチェッ
クしており、捕捉失敗フラグONが検出されると、表示制御部８２を制御して表示部６に対
し、発信が失敗したことを表示する。
【００５４】
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　なお、捕捉指示機能実行部８６は、通信システム選択部８５に対して発信の指示を行う
タイミングで、第１の所定時間である４秒の計時を開始する。ちなみにそれより短い第２
の所定時間は１秒である。第１の所定時間が４秒であるのは、ＥＶＤＯ通信にかかわる全
通信システムのスキャンは、特に障害がなければ通常４秒以内に完了することからそのよ
うに設定している。但し、ＣＤＭＡ通信であるため通信システムの捕捉には復号処理を要
するが、この復号処理に失敗しやすい電波環境下では４秒以上要することもある。したが
って、４秒を経ても捕捉結果が不明な場合には、より短い時間間隔で捕捉失敗の報知の有
無を判定することにより、より早く結果判定を行えるように構成している。
【００５５】
なお、図４に示す動作シーケンス図には、本発明の無線通信端末の通信制御方法の各工程
（ステップ）も合わせて示されている。
すなわち、本発明の無線通信端末の通信制御方法は、複数の通信システムを捕捉し、第１
の通信プロトコル（ＥＶＤＯ）と第２の通信プロトコル（１ｘ）による通信を行う通信部
１と、操作部２と、操作部２により通信開始が指示されたときに、複数の通信システムの
いずれかで第１の通信プロトコルまたは第２の通信プロトコルを用いて通信部１による通
信を制御する、通信システム選択部８５、第１プロトコル実行部８３、第２プロトコル実
行部８４、捕捉指示機能実行部８６を含む制御部８と、を備える無線通信端末における通
信制御方法であって、捕捉指示機能実行部８６が、通信を行うことの出来ない圏外状態に
あると判定された状態において、操作部２による発信操作が検出されたとき、通信システ
ム選択部８５に対し、複数の通信システムのいずれかの捕捉を指示する第１の捕捉指示を
行う第１のステップ（Ｓ４０１、Ｓ４０２）と、第１のプロトコル実行部８３が、第１の
ステップに基づいて、複数の通信システム毎、捕捉が成功するまで捕捉処理を実行する第
２のステップ（Ｓ４０３～Ｓ４１１）と、通信システム選択部８５が、第２のステップに
おいて、いずれの通信システムにおいても捕捉できない場合には捕捉指示機能実行部８６
に対して捕捉の失敗を報知する第３のステップと（Ｓ４１２）、捕捉指示機能実行部８６
が、捕捉失敗が報知されたことをうけ、通信システム選択部８５に対して第２の捕捉指示
を行う第４のステップ（Ｓ４１３）と、　第２のプロトコル実行部８４が、第４のステッ
プに基づいて、複数の通信システム毎、捕捉が成功するまで捕捉処理を実行する第５のス
テップ（Ｓ４１４～Ｓ４１９）と、通信システム選択部８５が、第５のステップにおいて
、いずれの通信システムにおいても捕捉できない場合には捕捉指示機能実行部８６に対し
て捕捉の失敗を報知する第６のステップ（Ｓ４２０）と、通信システム選択部８５が、第
２のステップ、もしくは第５のステップにおいて、いずれかの通信システムにおいて捕捉
が成功した場合に、捕捉指示機能実行部８６に対して捕捉の成功を報知する第６のステッ
プ（該当ステップ不図示）と、捕捉指示機能実行部８６が、捕捉成功の報知をうけ、捕捉
が成功した通信システムによる通信開始の処理を行う第７のステップ（該当ステップ不図
示）と、を有するものである。
【００５６】
　上記した本発明の無線通信端末の通信制御方法によれば、複数の通信方式を有する無線
通信端末において、圏外と判定された状態にあっても、発信操作が行なわれたときに通信
システムの捕捉を効率的に行い、極力、ユーザが希望する通信方式による接続を試行する
ことができる。
【００５７】
　なお、上記した実施の形態１、実施の形態２によれば、無線通信端末として携帯電話を
例示したが、他に、ＰＤＡ（Personal Digital Assistants）、ＰＣ（Personal Computer
）、ゲーム機に適用しても同様の効果が得られる。
　また、本発明の無線通信端末の各構成ブロックの機能は、全てをソフトウェアによって
実現しても、あるいはその少なくとも一部をハードウエアで実現してもよい。例えば、制
御部８における処理や、通信部１、音声処理部３におけるデータ処理は、１または複数の
プログラムによりコンピュータ上で実現してもよく、また、その少なくとも一部をハード
ウエアで実現してもよい。
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　ところで、携帯電話などの無線通信端末においては、通常はこれらの発信処理を行う制
御部は１つしか設けられておらず、また、その処理はシングルタスクであるため、各処理
機能部は割り込みが生じる機会が多ければ多いほど、その処理時間は遅延する。第１の所
定時間として４秒という時間を設定していることは、通常４秒あれば全システムのスキャ
ンが完了するということに基づくとの説明を行った。これはすなわち、この４秒は捕捉指
示機能実行部８６によるチェック処理のための割込み機会を減らすこととなり、捕捉処理
を遅延させることをなくすることに繋がる。そして、捕捉に手間取った場合においても、
４秒をわずかに超える程度の時間を要するに過ぎない場合が多いと予測されるため、４秒
経過後にはより短い１秒という第２の所定時間周期でフラグチェックの割り込みを生じさ
せるよう構成している。これにより、捕捉時間に対して極力悪影響を与えることなく、な
おかつなるべく早い時間で捕捉成否判定が行える。
　また、捕捉失敗を判定する場合においても、実施の形態１の場合には４０秒を要してい
たが、実施の形態２によればそれよりも早い時間、なおかつより高い精度で失敗判定が行
えるため、無理な補足試行に伴う電力消費を抑えることにも繋がるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施の形態１、実施の形態２にかかわる無線通信端末の内部構成を示す
ブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態１にかかわる無線通信端末の動作を説明するために引用した
動作シーケンス図である。
【図３】本発明の実施の形態１にかかわる無線通信端末の動作を模式的に示した動作概念
図である。
【図４】本発明の実施の形態２にかかわる無線通信端末の動作を説明するために引用した
動作シーケンス図である。
【図５】本発明の実施の形態２にかかわる無線通信端末の動作を説明するために引用した
フローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態２にかかわる無線通信端末の動作を説明するために引用した
フローチャートである。
【符号の説明】
【００６０】
　１…通信部、２…操作部、３…音声処理部、４…スピーカ、５…マイク、６…表示部、
７…記憶部、８…制御部、１０…携帯電話、８１…キー検出部、８２…表示制御部、８３
…ＥＶＤＯプロトコル実行部（第１プロトコル実行部）、８４…１ｘプロトコル実行部（
第２プロトコル実行部）、８５…通信システム選択部、８６…捕捉指示機能実行部、８５
０…スキャンリスト、８６０…捕捉結果報知領域。
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